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Ⅰ　設立目的及び概況

１　設立目的

２　概況

⑴　設立年月日

⑵　基本財産

⑶　実施事業

ア  企業の経営の基盤強化及び革新に関する事業

イ  技術の向上及び革新に関する事業

ウ  創業支援に関する事業

エ  企業の情報化の促進に関する事業

オ  企業の人材の確保及び育成に関する事業

カ  国際経済交流の促進に関する事業

キ  商工業の振興に関する調査及び研究

ク  広島市が設置する産業振興施設の指定管理

ケ　広島市が設置する産業振興施設の管理運営の受託

コ　その他この法人の目的を達成するために必要な事業

Ⅱ　役員等の状況

１　役員等の数 

理 事 長　  　１人

常務理事　　　１人

評 議 員　　１０人

理　　事　　１２人

監　　事　　　２人

平成２５年度公益財団法人広島市産業振興センター事業報告書

（平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで）

基本財産　５０，０００，０００円（全額広島市出資）

　企業の経営基盤の強化、技術の向上その他の市内産業の振興及び発展に資する事業
を行い、もって地域経済の活性化に寄与することを目的とする。

平成４年４月１日「財団法人広島市産業振興センター」設立

平成２４年４月１日「公益財団法人広島市産業振興センター」に名称変更
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２　評議員

⑴　事業年度中の評議員の異動は、次のとおりである。

⑵　平成２６年３月３１日現在の評議員は、次のとおりである。

　

辞　　　任

平成２６年　３月１７日 評議員 金 井 誠 太 就　　　任

平成２４年　４月　１日

平成２４年　４月　１日

評 議 員

評 議 員

評 議 員 廣　川　　　健

評 議 員

前　川　大　二

藤　田　　　昭

評 議 員

評 議 員

平成２４年　４月　１日

評 議 員

青　木　信　之

評 議 員 下　村　純　一

就任年月日

平成２４年　７月　９日

金　井　誠　太

平成２４年　４月　１日

十　倉　純　子

評 議 員

平成２５年１２月２７日 評議員 山 木 勝 治

評 議 員

平成２４年　７月　９日

平  田　冨美子

異動年月日 役　　職 異動内容氏　　名

役　     　職 氏　　   名

平成２４年　４月　１日

野  北　和  彦

平成２４年　４月　１日

平成２６年　３月１７日

平成２４年　４月　１日

前　田　香　織
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３　理事・監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑴　事業年度中の理事・監事の異動は、次のとおりである。

⑵　平成２６年３月３１日現在の理事・監事は、次のとおりである。

平成２６年　３月３１日

平成２５年　６月２８日 理　　事 辞　　　任

理　事　長 辞　　　任

辞　　　任

平成２４年　４月　１日

平成２５年　４月　１日

　

佐 々 木 敦 朗

藤 原 弘 文 就　　　任

坪 井 宏

就　　　任平成２５年　４月　１日 理　　事 飯 澤 貴 志

異動年月日

理　事　長

理　事　長

平成２４年　４月　１日

異動内容

平成２４年　４月　１日

平成２５年　６月２５日

就任年月日

西 藤 公 司

役   職

平成２５年　７月　１日

平成２５年　６月３０日

永 井 忠

理　 　　　事

平成２５年　６月　３日 理　　事

西 藤 公 司

就　　　任

理　 　　　事

理　 　　　事

平成２４年　４月　１日

平成２４年　４月　１日

理　 　　　事

藤 原 弘 文

土 居 邦 夫

理　　事

理 事 長

常 務 理 事

西 村 成 美

原 田 美 穂

平 田 圭 子

理　 　　　事

林 照 一

平成２４年　４月　１日

平成２４年　４月　１日

監          事 手 島 健 志 平成２４年　４月　１日

平成２４年　４月　１日

理　 　　　事

理　 　　　事

理　 　　　事

理　 　　　事

理　 　　　事

理　 　　　事

理　 　　　事 飯 澤 貴 志

平成２４年　４月　１日

平成２４年　４月　１日

平成２５年　７月　１日

役　 職 氏　   　名

井 上 善 海

氏   　　名

森 脇 喜 美 代

牛 来 千 鶴

西 藤 諭 美 子

平成２４年　４月　１日

平成２５年　６月２５日

細 井 謙 一

監          事

西 村 斉 時

西 藤 公 司

越 智 秋 雄

平成２４年　４月　１日

辞　　　任
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Ⅲ　評議員会等の開催

１　評議員会

1

1
1
1
2

1

２　理事会 　

3

1

 

3

終 了

理事の選任について

原 案 可 決

職務執行状況の報告について

平成２４年度における職員の職
務に係る倫理の保持に関する
状況等の報告について

平成２６年度公益財団法人広島
市産業振興センター事業計画
及び収支予算について

原 案 可 決

選 任

終 了

終 了

理事の選任について

選 任

公益財団法人広島市産業振興
センター平成２５年度第２回定
時評議員会の招集について

承 認

終 了

選 任

終 了平成２４年度における職員の職
務に係る倫理の保持に関する
状況等の報告について

原 案 可 決

終 了

理事の選任について

審議結果

審議結果

平成２４年度公益財団法人広島
市産業振興センター事業報告
及び決算の承認について

承 認

第２回

第３回

第６回

平成２４年度公益財団法人広島
市産業振興センター決算の承
認について

平成２４年度公益財団法人広島
市産業振興センター事業報告
について

平成２５年度公益財団法人広島
市産業振興センター事業計画
及び収支予算について

理事の選任について

第３回 1

第６回

1

4

2

開催回数
第１回

2

1
平成２５年 ４月　１日
平成２５年 ５月３０日

付議事項

平成２６年 ３月２８日

開催年月日

平成２５年 ５月１５日

平成２６年 ３月１４日

1

1

平成２５年 ６月２５日

開催年月日 開催回数

平成２６年 ３月２８日

平成２５年 ６月３０日 第４回
選 任

原 案 可 決

4

3

原 案 可 決

平成２５年 ７月　１日 第４回 選 定

第２回

公益財団法人広島市産業振興
センター平成２５年度第４回評
議員会の招集について

付議事項
第１回

理事長の選定について

平成２５年 ４月　１日

第５回

平成２６年 ３月１７日 第５回 評議員の選任について

2 常勤役員の報酬等の決定につ
いて

常勤役員の報酬等の決定につ
いて

平成２５年 ６月３０日

公益財団法人広島市産業振興
センター定款の一部改正につ
いて

選 任

2 公益財団法人広島市産業振興
センター平成２５年度第６回評
議員会の招集について

原 案 可 決

職務執行状況の報告について

1 公益財団法人広島市産業振興
センター平成２５年度第５回評
議員会の招集について

原 案 可 決

原 案 可 決
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Ⅳ　定款の変更　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

事業年度中の定款の変更は、次のとおりである。

　 1　変更日　平成２６年３月１７日

２　内容

定款第20条（評議員会の開催）中、「毎事業年度１回５月に開催する」を「毎事業年度終了後

３か月以内に１回開催する」に変更

Ⅴ　職員の状況　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

　　　 平成２６年３月３１日現在の職員の状況は、次のとおりである。

　（単位：人）

企画総務課

    （注）  (  )内の数は、広島市職員の併任で、外数である。

(9)
40

1

(3)
5
(4)
7

(2)

合
計

1

7

13

(9)
19

3

(2)
1

3
(2)

(1)

(2)
2

技術職員

技
師

1

1

事務職員

課
長
級

2

(1)

(1)

(1)  

4

3 2

2 12 8
(3)

1

3 1

2

1 1

1
(1)

 
4 4

11

21

1

合計
(1) (2)

1

デザイン開発室

1 
(1)

21
(1)

6

(1)
7

(2)

1

(3)

嘱
託

部
長
級

係
長
級

主
事

係
長
級

補
佐
級

2 1
 

材料・加工技術室

システム技術室

4
(1)

補
佐
級

(1)

1

技術振興室

事務局長

3 2

1

1

2

1

部
長
級

中小企業支援センター

区　　　　　　　分

技術振興部

課
長
級

部長
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事業の実施状況

公益目的事業

　 企業の経営基盤強化、創業等の支援に関する事業(公益目的事業１)

中小企業の経営基盤の強化、創業等への支援を通じて地域経済の活性化に寄与

することを目的として、次の事業を実施した。

　

経営基盤の強化

コーディネータによる支援、窓口相談事業、アドバイザー派遣事業等におい

て、経営課題の解決や企業の成長を支える人材育成に関するセミナー等を行い、

中小企業の経営基盤強化に向けた支援を行った。

また、県・市の中小企業支援センターと広島商工会議所及び広島県商工会連

合会が連携し、各機関の支援メニューについて、利用者がワンストップで情報

収集できるとともに、アドバイスが受けられる「一次相談窓口」を開設した。

(ｱ) コーディネータによる支援　　　　　　　　１２７社

 民間企業出身で経営、技術及び情報分野の専門的な知識と経験を有するコ

ーディネータを配置し、経営体質の改善、財務の健全化、生産管理体制の確

立、大学との連携促進等について継続的に支援した。

(ｲ) 窓口相談事業　　　　　　　　　　　　　　３０２件

　 専門家等による相談窓口を設置し、中小企業者に対して、経営改善、

マーケティング、ＩＣＴ等に関する課題や法律問題などの相談に応じた。

(ｳ) 特別金融窓口相談事業　　　　　　　　　　７８件

金融専門の相談窓口を設置し、厳しい経営環境下にある中小企業者に対し

　 て、資金繰り等の相談に応じた。

(ｴ) 融資制度等受付相談事業　　　　　　　　　１，５５５件

セーフティネット保証制度の認定申請の受付のほか、資金繰り等の問題を

　 抱える中小企業者に対して、助言や各種融資制度を紹介した。

(ｵ) 経営支援アドバイザー派遣事業

経営支援アドバイザー派遣　　　　　　　４３社(１３８回)

 経営上の課題を有する中小企業者に対して、専門家を派遣し、生産性向

上、店舗演出、人材育成、ＩＣＴ化による経営改善等に関して助言した。

創業予定者及び創業後１年以内の中小企業者に対して、専門家を派遣し、

起業時の留意点、事業計画、販売促進策等に関して助言した。

商店街等活性化支援アドバイザー派遣　　２団体（５回）

商店街、事業協同組合等の団体が実施する研究会に対して、専門家を派

遣し、イベント企画、組織活性化等に関して助言した。

Ⅵ　事業の実施状況等

１

⑴　

①  

ア

ａ

ｂ 起業支援アドバイザー派遣　　　　　　　３人（３回）

ｃ
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障害者経営支援アドバイザー派遣　  　  ３人(１１回)

障害のある創業予定者や事業主に対して、専門家を派遣し、創業にあた

っての課題や経営課題の解決に向けて助言した。

(ｶ) 景気対応経営支援アドバイザー派遣事業　　１社（５回）

厳しい経営環境下で、セーフティネット保証制度の認定を受けた中小企業

者に対して、専門家を派遣し、売上増加策に関して助言した。

(ｷ) 里山活性化支援アドバイザー派遣事業　　　１社(１回)

中山間地域の中小企業者に対して、専門家を派遣し、店舗演出等に関して

助言した。

(ｸ) 中小企業等人材育成事業

経営セミナー・研修会　　　　　　　　　　８回（受講生 延べ３２４人）

中小企業経営者等を対象に、経営体質の強化、企業の成長を支える人材

の育成を目的に、経営戦略、生産管理、販路開拓、財務管理等の分野に関

するセミナー及び研修会を開催した。

販路開拓コーディネータによる支援や新成長ビジネス事業化支援事業などに

より、販路開拓や新製品・新技術の早期事業化を支援した。

販路開拓コーディネータによる支援　　       ８９社

民間企業出身で販路開拓や営業、商品開発等に関する豊富な実務経験と幅

広い人脈を有する販路開拓コーディネータを配置し、新製品や新技術の開発

計画のブラッシュアップからビジネスマッチング等の販路開拓活動までを継

続的に支援し、３８件のビジネスマッチングを行い、２件が成約に至った。

新成長ビジネス事業化支援事業

中小企業等が行う新成長ビジネス分野（エコ、観光、医療・福祉、都市型

サービス）に関する新製品や新技術の早期事業化を支援した。

a 事業化支援助成金

試作品の機能性評価、事業化計画のブラッシュアップ、販路開拓等に要

する経費を対象に助成金（助成率１/２）を交付した。

・交付先数：　　　７社（助成額１，５３７万６千円）

b 専門家派遣

　７社のうち３社に対して専門家を派遣（１９回）し、事業化計画のブラ

ッシュアップや販路開拓の段階における課題解決のために助言した。

c 事業化の状況

７社のうち２社が平成２５年度に新商品の販売を開始し、残り５社は、

平成２６年度中に販売開始できる見込みとなった。

見本市等出展助成事業

中小企業者等が研究開発により実用化又は商品化したものについて、見本

市等への出展に要する経費の一部に対して助成金（助成率１/２）を交付した。

 (ｱ)　

 (ｲ)　

(ｳ)　

ｄ

イ 時代をリードする技術・商品の開発
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・商談件数等：見本市等への出展期間中に、２４２件の商談が行われ、３１

  件が成約に至った。

個性と魅力ある商業の振興

いい店ひろしま事業では、顕彰事業として８店舗を顕彰し、優秀な小売店舗

の認知を図った。また、応援事業として店舗の魅力度の維持・向上の支援のた

め、平成２４年度の顕彰店舗に対し、専門家による店舗演出指導等を行った。

その結果、全ての店舗から「参考になった」とする回答があった。

商店街等活性化支援アドバイザー派遣事業(再掲)　　 ２団体（５回）

商店街、事業協同組合等の団体が実施する研究会に対して、専門家を派遣　

し、イベント企画、組織の活性化等に関して助言した。　　　

顕彰事業

広島市、広島商工会議所及び広島市内の各商工会と実行委員会を組織し、

接客、店舗演出、ユニバーサルデザイン対応への取組み等が優秀な小売店

舗を顕彰した。

・対象店舗　　：広島市内の中小企業者が市内で営む小売店舗

・応募店舗数  ：５４３店舗（自薦店舗２２店舗、他薦店舗５２１店舗）

応援事業

いい店ひろしま顕彰事業の顕彰店舗に対して、店舗魅力度の維持・向上

を図るため、継続的な支援を実施した。

・巡回店舗指導：平成２４年度顕彰店舗のうち希望のあった４店舗に専門

家を派遣し、店舗演出、広報等の指導をした。

・交流サロン　：顕彰店舗を対象に交流会を開催した。(広島商工会議所

と共催)

店舗のＰＲ用に顕彰店舗を示すステッカーと紹介カード

を各店舗に配付した。

 創業チャレンジ・ベンチャー支援事業の対象者に創業後３年未満の事業者を

加えるとともに、セミナー・研修会は、創業支援事業との連携を考慮し、実施

した。

創業予定者に対して、事業イメージの具体化に向け、専門家による事業計

画の策定支援を行うとともに、認定した事業について、専門家による助言や

融資による総合的な支援を実施した。

・事業認定件数  １０件（うち４件が創業後３年未満）

創業しやすい環境づくり

(ｱ)　創業チャレンジ・ベンチャー支援事業

・交付企業数：６社（助成額９２万７千円）

ウ

(ｱ)　

(ｲ)　いい店ひろしま事業

ａ

・広報等　　  ：「いい店ひろしま」の店舗紹介冊子を作成した。また、

エ

・顕彰店舗数  ：８店舗

ｂ

〔支援の実施内容〕
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・専門家による事業計画の策定支援：支援回数  　４３回

・専門家による事業計画実行支援：支援回数 　　 １５回

・経営アドバイザーの派遣：派遣回数　　　　　  ２４回

・融資「創業チャレンジ・ベンチャー資金」：実績  ３件  ７５０万円

(ｲ)　起業支援アドバイザー派遣事業(再掲)　　　　　３人（３回）

創業予定者及び創業後１年以内の中小企業者に対して、専門家を派遣し、

起業時の留意点、事業計画、販売促進策等に関して助言した。

(ｳ)　

創業予定者及び創業して間もない中小企業を対象に、創業に必要な知識・

手法の習得や創業者が抱えている課題解決のためのセミナー・研修会を開催

した。

創業を成功させる秘訣、創業時の資金調達をテーマにしたセミナーを開

広島市立中央図書館と連携して、創業や経営に必要な知識・手法につい

て演習を主体とした総合的な研修会を開催した。

　

　・参加者数：　　　　３２人（２５社）

中小企業に必要な経営や技術に関する情報提供や展示会への出展を通じて、

　中小企業支援施策の広報を行った。

(ｱ)　

ホームページの運用

中小企業支援センターの事業案内・支援施策など経営に役立つ情報を発

信した。

・アクセス件数：　月平均１６,００５件(年間１９２,０６３件)

中小企業に必要な経営や技術に関する情報、研修会等の開催案内、各種

支援施策情報などを掲載したメールマガジン「広島市産業振興センターＮ

ＥＷＳ」を発行した。

ｂ　

情報提供

ａ

〔支援の内容〕

〔広島市の支援制度〕

創業者向けセミナー・研修会　　４回（延べ参加者１１０人）

メールマガジンの発行

・発行回数：　　 ２５回(通常号（年１２回）及び臨時号（年１３回）)

・配信者数：　 　２,６６６人 (平成２６年３月末現在)

オ 卸売業の振興

るための研究会を開催した。

カ 情報の発信等

 ａ 創業者向けセミナー　　　　　１日×２回開催

催した。

ｂ 創業者向け研修会　　　　　　３日間×１回、５日間×１回開催

流通革新研究会　　５日間×１回

広島商工会議所や協同組合広島総合卸センターと連携して、中小卸売業が環

境の変化への対応について研究するとともに、リテールサポート機能強化を図
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(ｲ)　

広島市及び関係機関の中小企業支援施策、工業技術センターの有する技

  広島の企業の保有技術やノウハウ等を収集・登録し、インターネットを

 　通じて情報発信することで、ビジネス機会の拡大を支援した。

利用者や登録企業の利便性の向上を図るためのシステム再構築を平成

２６年３月末に完了した。再構築により、システムの保守・運用経費は、

予算額ベースで約１,６００万円の削減となった。

(ｳ)　

ひろしまビジネスサポート事例の紹介や支援事例のパネル展示等を行っ

た。

創業チャレンジ・ベンチャー支援事業で認定を受けた起業家の商品の展

示等を行った。

(ｱ)　

平成２５年７月１０日付けで、中小企業に対して専門性の高い支援事業を

行う経営革新等支援機関として、当財団は国の認定を取得した。

(ｲ)　

平成２５年９月３日付けで、当財団が代表機関となり、中小企業を支援す

る１６機関で構成する「広島地域中小企業支援プラットフォーム」を国に登

録した。

支援対象地域は、広島県西部地域（広島市、大竹市、廿日市市、安芸高田

市、府中町、海田町、熊野町、坂町、安芸太田町、北広島町）である。

②

して、次の事業を実施した。

(ｱ)　

応用研究を企業や大学と共同で研究会形式により開催し、会員企業等の製品

開発や技術開発などを支援した。

キ

　・商談成立件数等： 商談が成立したものが４９件、商談継続中のものが

　　　　　　　 　　　１１件である。

c　

企業の技術向上に係る支援事業(公益目的事業２)

中小企業に対する技術支援を通じて地域経済の活性化に寄与することを目的と

ア 広島市工業技術センターの指定管理

　・アクセス件数： 　月平均 ２０,８３９件 (年間 ２５０,０７５件)

新技術の共同研究

中小企業等の技術水準の向上を図るため、技術的課題の解決や既存技術の

産業情報システムの運用

ａ 中小企業施策・技術に関する情報提供

地域プラットフォームとしての登録

その他

ｂ 第１２回ビジネスフェア中四国２０１４

産業情報システムの再構築

展示会への出展

ａ ひろしまＩＴ総合展２０１３

術について情報を提供した。

　・アクセス件数： 　月平均 ２３,３７６件 (年間 ２８０,５２２件)

ｂ　 広島の企業情報の収集・発信

経営革新等支援機関の認定取得
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(ｲ)　技術者の研修

中小企業の技術力の向上を図るため、材料・加工技術、システム技術及び

デザイン技術に関する最新の情報を提供する講習会等を開催した。

研究会名 内　　　　容 開催回数 会員企業数

ＴＱＭ研究会
ＴＱＭ（総合的品質経営）の基礎となる
５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活
動による生産性・品質向上

４回 ５社

品質工学研究会
「ものづくり」への品質工学の適用によ
る製造不良、設計不良等の損失の低減に
関する研究開発

５回 ２５社

材料・設計技術融
合研究会

材料技術と機械設計技術の融合による製
品及び材料等の開発・改良

２回 １０社

新めっき技術開発
研究会

めっき品質性能の向上、コスト低減及び
重金属・有害物質・排水等の環境規制へ
の対応並びに若手技術者の育成

１２回 ２１社

Android研究会
オープンソースソフトウェアである
Androidを用いたアプリケーション開
発、組込みＯＳとしての活用方法

５回 ３２社

商品ブランド研究
会

デザインを重視した消費者にアピールで
きる商品ブランドの構築手法

５回 １６社

解析･シミュレー
ション研究会

流体解析及び流体解析の基礎知識の習得
による製品開発手法の高度化

６回 ９社

工具鋼材料技術講
習会

高硬度鋼の加工技術と最新工具並びに製
造現場における安全対策に関する技術情
報の提供

１回 ２９人

高分子材料講習会
ゴムやプラスチックなどの高分子材料の
材料特性、用途開発、関連技術に関する
技術情報の提供

３回 ８５人

講習会名 内　　　　容 開催回数 参加者数

ＣＡＥ応用技術関
連講習会

構造解析ソフトを活用した有限要素法に
よる強度解析結果の評価方法及び強度解
析事例についての解説

１回 ２９人

情報電子技術関連
講習会

統計解析ソフトを活用したデータ解析に
ついての解説

１回 ２６人

木材加工技術講習
会

木質材料の流動成形技術に関する技術情
報の提供

１回 ２３人

特殊加工技術講習
会

５軸マシニングセンターの最新動向及び
コンプレッサーの省エネに関する技術情
報の提供

１回 ３３人

計測技術実践セミ
ナー

新たに導入した非接触式三次元測定機を
用いた計測実習及び最新計測技術情報の
提供

１回 ３９人
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(ｳ)　技術指導推進

工業技術支援アドバイザーの派遣　　３０件

中小企業の技術力の強化を支援するため、省エネルギー技術やデザイン

を活用した商品開発などに関して専門家を派遣し、技術的課題の解決に向

けて指導相談を実施した。

技術指導相談　　　　　　　　　　　２，１９６件

中小企業の生産性及び技術力の向上を図るため、企業技術者の来所や当

センター職員の現場訪問による技術指導・相談を実施し、製品不良対策、

品質管理等の企業が直面している技術的課題の解決や新製品・新技術の開

発を支援した。

依頼試験・評価　　　　　　　　　　２７，７８３件

中小企業の技術力の向上と新製品の開発を促進するため、製品及び部品

の物理的・化学的諸特性などについて、各種試験・評価及び技術指導を行

うとともに、欠陥原因の究明など企業が直面している技術的課題の解決を

支援した。

技術情報普及

科学技術文献情報検索サービスを活用して専門的かつ広範囲な情報を入

手・提供するとともに、業務の迅速化・効率化を図るため、技術相談・指

導、依頼試験等の各種データをデータベースに蓄積した。

(ｴ)　工業技術センターの運営

試験研究設備利用

新製品開発に必要とされる試験研究設備を中小企業の利用に供した。

また、新たに導入した設備についての説明会の開催や保有設備の積極的

なＰＲなどにより利用は増加傾向にある。

・設備利用件数：　　　９，８６８件（平成２４年度９，１２６件）

工業技術振興調査

工業技術センターの事業充実を図るため、各種中小企業団体に対し、現

状や課題、センターに対する要望等についてアンケート調査を行うととも

に、団体との意見交換会などを行った。

・アンケート調査：　　１４団体

・意見交換会：　　　　５団体

指定管理以外の支援事業

(ｱ)　産学官共同研究等の工業技術相談

共同研究等に関する各種研究開発補助制度の情報提供、指導・相談を行う

とともに、大学等の研究者の紹介を行った。

商品企画・開発講
習会

高価値創造を目指す商品企画の進め方に
ついての解説とワークショップ

１回 １７人

ａ

・アドバイザー：技術士、大学教授、デザイナー等

デザイン講習会
紙を活用した文具、日用品などに関する
デザインの開発事例及び最新動向等の情
報提供とワークショップ

１回 ３８人

参加者数開催回数内　　　　容講習会名

ｂ

ｃ

ｄ

ａ

b

イ
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・情報提供（メールマガジン）　　１１８件

・指導・相談件数　　　　　　　　５４件

・大学等研究者の紹介　　　　　　１０件

(ｲ)　環境関連分野の支援

企業の省エネルギー化に関する研究会を開催するとともに、リサイクル技

術など最新の環境関連技術の動向などについてのセミナーを開催した。省エ

ネ技術実践研究会のテーマであるＭＦＣＡ（環境管理会計）については、会

員企業の一部で導入が進められている。

(ｳ)　

太陽光発電など再生可能エネルギーの基礎技術及び蓄積技術等を実習によ

り習得できる研修会を開催し、企業の再生エネルギー分野に関する技術者の

育成を支援した。

(ｴ)　

成長が期待される福祉関連分野での製品開発等の支援を行うため、異業種

企業で構成する福祉用具開発研究会を開催した。


会員企業において、特別支援学校等のニーズをもとに、自閉症などの発達

障害のある児童・生徒の作業や学習、食事などで集中を促すための卓上型パ

ーテーションが商品化された。

(ｵ)　デザイン関連分野の支援

多様化した市場ニーズに即した商品開発力の強化と企業のデザイン技術の

向上を図るため、デザインに関するイベントや研究会、講習会等を開催した。

研究会名等 内　　　　容 開催回数 参加者数等

省エネ技術実践研
究会

ＭＦＣＡの導入による企業の生産活動と
省エネルギーの両立を実践し、成果を上
げることのできる人材の育成

４回 ７社

環境ビジネス技術
セミナー

省エネと創エネ事業など環境ビジネスに
関する最新の技術や動向・事例について
セミナーを開催

１回 ３９人

再生可能エネルギー技術者育成事業

研修会名等 内　　　　容 開催回数 参加者数

・障害者、高齢者の社会生活の向上を支
援するための福祉用具の開発と製品化

５回 １２社
・障害を持つ児童・生徒のための教材教
具の開発

燃料電池自動車の
最新技術動向と今
後の展開に関する
セミナー

燃料電池自動車の仕組み、最新の技術開
発動向、燃料電池自動車普及びシナリオ
に関する情報提供

１回 ６４人

再生可能エネル
ギーと蓄エネシス
テムの利用技術に
関する実習

再生可能エネルギー及び蓄エネシステム
の実習用機材を使用した技術実習

１回
(２日間)

１１人

福祉関連分野の支援

研究会名 内　　　　容 開催回数 会員企業数

福祉用具開発研究
会
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ひろしまグッドデザイン賞（隔年開催）

優れたデザインの奨励及び広島市域のデザインの振興を図るため、市内

に事業所を有する企業がデザイン開発した商品及びパッケージの中から、

デザイン面、機能面で優れたものを選定し、表彰した。

受賞商品については、平成２５年１１月２１日に紙屋町シャレオ中央広

場で表彰式を行い、紙屋町シャレオ中央広場、東京銀座広島ブランドショ

ップＴＡＵ、広島市立中央図書館で展示会などを実施するとともに、ビジ

ネスフェア中四国２０１４に出展し、好評を得た。

・応募点数：１２３点（８３社）

・賞：

グランプリ ２点（プロダクト部門、パッケージ部門　各１点）

準グランプリ ２点（プロダクト部門、パッケージ部門　各１点）

特別賞 １点

奨励賞 ２３点

ひろしまデザインネットワーク
国、県、大学及びデザイン関連団体等との情報交換会議を開催するとと

もに、先進事例に関する勉強会を開催し、会員相互の連携を深めながら、
広島地域におけるデザインの振興に資するネットワークづくりに取り組ん
だ。

商品ブランド研究会（再掲）
デザインを重視した消費者にアピールできる商品ブランドの構築手法に

関する研究会を開催した。

d デザイン講習会（再掲）
紙を活用した文具、日用品などに関するデザインの開発事例及び最新動

向等の情報提供を行うとともに、ワークショップを開催した。

e 商品企画・開発講習会（再掲）
高価値創造を目指す商品企画の進め方について解説を行うとともに、ワ

ークショップを開催した。

(ｶ)　その他

金型技術に関する共同研究の実施

平成２５年度広島県次世代ものづくり技術開発支援補助金を活用した「高

張力鋼板向けプレス金型用次世代アンダーカット成形技術の開発」を金型の

設計・開発会社と行い、今回開発した技術を組み込んだ金型の商品化に目途

が立った。

当財団は、装置の構造や材料選択についてのアドバイス及び耐久性の評価

などを行った。

１回 １７人

会　議
各機関の活動やイベント情報の交換、連
携強化方策、デザイン振興等を協議

３回 １９団体

勉強会

先進的事例として、東京西部を拠点とし
て多様な活動をしている中央線デザイン
ネットワークの活動内容等を参考に、デ
ザイン振興拠点やデザインネットワーク
の在り方を学習

１回 １８人

c

５回 １６社

１回 ３８人

ａ

b

名称 内　　　　容 開催回数 参加者数等
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収益事業等
　

小規模オフィス（ＳＯＨＯ）・研修室等の管理運営
広島市から広島ミクシス・ビルの一部を借り受け、施設の管理運営を行った。

ア　小規模オフィス（ＳＯＨＯ）の管理運営
新事業の創出と振興を図るため、創業を目指す情報関連分野の事業者等を

対象に、小規模オフィス「ＳＯＨＯ＠ひろしま」を安価な料金で提供し、事
業の進捗状況や課題に応じて経営支援を行った。
・入居状況

イ　研修室、会議室の貸出
中小企業の研修や会議等の活動の場として、研修室、会議室（各１室）の貸

出を行った。
・利用日数：研修室　８８日、会議室１８日　

②    広島ミクシス・ビルの管理
広島市、株式会社広島ソフトウェアセンター及び協同組合広島インテリジェン

トセンターから委託を受けて、広島ミクシス・ビルの共用部分等の管理を行った。

無償使用貸借資産

建    物　  等       　　　　　                     （平成26年3月31日現在）

収容可能台数9台分

物    品　（平成26年3月31日現在）

      注：この表は、重要物品として取得価格又は評価価格が100万円以上の物品を掲載した。

事業報告の附属明細書３
記載すべき事項はありません。

⑵

区　 分 現  在  高

車
両

乗 用 車 １点

貨 物 車 １点

合 　計 ２点

⑴　
名     称 現  在  地

広島市産業振興センター 西区草津新町

（広島ミクシス・ビル） 一丁目21番35号

建物 事務所等 延床面積635.334 ㎡

駐車場

区　分 現　在　高

入　　　居 -
退　　　去 １社

平成２６年３月末現在 １社

２
事業を実施するに当たって、広島市から無償使用貸借している資産は次のとおりで

ある。

⑵

①

平成２５年４月当初 ２社
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